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本日のアジェンダ

連結業績の推移

三菱ケミカルホールディングスグループ＊経営の課題

機能商品セグメント－今後の取り組み

機能商品ビジネスの展開

　三菱化学ポリエステルフィルム

　三菱化学産資

＊MCHCグループ
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三菱ケミカルホールディングスの連結業績推移
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グループ経営の課題グループ経営の課題

　石化等市況商品の業績変動の谷をいかに埋めるか
　事業成長の種をいかに継続的に生み出すか

　石化等市況商品の業績変動の谷をいかに埋めるか
　事業成長の種をいかに継続的に生み出すか

　市況商品の安定性を増す施策に着手
　機能商品・ヘルスケアの充実に注力

　機能商品、ヘルスケアが石化の業績変動を底支えできる力はついてきた

　しかし、まだ更なる強化や市況商品の構造改革等の努力は必要
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機能商品・ヘルスケアの寄与が1000億円レベルの規模へ

営業利益（億円）
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石油化学
47%

機能商品
35%

その他
6%

その他
7%

ヘルスケア
30%

機能商品
46%

石油化学
17%

ヘルスケア
12%

2007年3月期予想

外円：　売上高 2兆6,000億円

内円：　営業利益　 1,270億円

売上高・営業利益の構成売上高・営業利益の構成

機能商品・ヘルスケアが収益を牽引
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もっと速く　　事業環境（価値観）変化をいち早く察知して

　　　　　　　　　　お客様が必要とするものを先取りして提案

　もっと広く　　技術・ノウハウの複合化とビジネスモデルの追求

　もっと熱く　　質の高い提案でお客様の商品価値を向上

　お客様との徹底対話　

高付加価値ビジネス強化に向けて

カスタマーラボ

事業R&D

お客様

ケミストリー
プラザ
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事業環境（価値観）変化への対応事業環境（価値観）変化への対応

環境や健康への
価値観の変化が加速

社会

求められる価値観の変化が
大きくて速い

お客様

グループの「すばやい」対応が必要

MCHCグループ

自動車分野情報電子・IT 生活関連分野 ヘルスケア環境・ｴﾈﾙｷﾞ-

カーボン
ケミストリー

光と色の
ケミストリー

ポリマー
テクノロジー

ライフ
サイエンス

：　変化に対応する「早い段階からの動き」と「素早いアクション」が特に必要な領域

得意な技術領域
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本日のアジェンダ

業績の概況

MCHCグループ経営の課題
機能商品セグメント－今後の取り組み

機能商品ビジネスの展開

　三菱化学ポリエステルフィルム

　三菱化学産資
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機能商品セグメントの業績推移と事業構成機能商品セグメントの業績推移と事業構成
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34%34%

22%22%

44%44%

樹脂加工
複合材
31%

炭素他
37%

情報電子
32%

2007年3月期予想
売上高　　9,090億円
営業利益 630億円
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情報電子関連の事業構成情報電子関連の事業構成

FPD
36%

その他
21%

光記録メディア

イメージング
　　　　43%

売上高　 　9,090億円
営業利益 630億円

営業利益　約270億円
売上高　約3,000億円

機能商品セグメント 情報電子関連（売上高）

FPD事業

　Type 1:　部材ビジネス
　Type 2:　プロセス関連材料2007年3月期予想

34%34%

22%22%

44%44%
炭素他
37%

情報電子
32%

樹脂加工
複合材
31%
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幅広い技術で幅広い技術でLCDLCDを支えるユニークなを支えるユニークな““LCDLCD部材部材””

MCHCMCHCｸﾞﾙｰﾌﾟのｸﾞﾙｰﾌﾟのLCDLCD部材ビジネス部材ビジネス

拡散フィルム

反射板

液晶

輝度向上フィルム (DBEF)

電極基板

配向膜

位相差板（視覚補償）

拡散フィルム
プリズムシート

表面コーティング（反射防止・防汚・耐水・帯電防止）

PET film

偏光フィルム　(PVOH)

粘着層

Ｇｌａｓｓ

Ｇｌａｓｓ

位相差板（視覚補償）

偏光フィルム　(PVOH)

プリズムシート

カラーフィルター

偏光板用PVOHフィルム
偏光板用粘着剤

反射板

バックライトユニット

反射板

バックライト用光拡散板

バックライト用導光板

TAC

TAC

TAC

TAC

導光板

透明電極

配向膜

画質補正フィルター

カラーレジスト

樹脂ブラックレジスト

冷陰極管

粘着層

粘着層

粘着層

粘着層

蛍光体

偏光板保護フィルム

保護セパレータ

拡散フィルム用基材

プリズムシート用基材

反射板用基材

三
菱
化
学
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム

液晶パネルの構成
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LCDLCDを支えるユニークな「プロセス関連材料」を支えるユニークな「プロセス関連材料」

高純度EL薬品　　

電子工業用ｴｯﾁﾝｸﾞ液

高機能洗浄剤

超純水製造装置

粘着材（光学ﾌｨﾙﾑ全般）

陽極酸化用化成液

表面保護材　

筐体用各種樹脂　

　

カラーフィルター製造・TFTアレイ製造

セル製造

モジュール製造

ディスプレイ

カーボンファイバー製ロボットハンド　

カーボンファイバー製ロール工場建設

液
晶ﾊ

ﾟﾈ
ﾙ
P
S

・MV
A

測
定
装
置

表
面
検
査
・
解
析
シ
ス
テ
ム

時
間
分
解
分
光
法

　
　
　

超
微
量
不
純
物
分
析

検
査
・
解
析

工場建設

保護ﾌｨﾙﾑ

離型フィルム

MCHCMCHCグループのグループのLCDLCD製造プロセス関連ビジネス製造プロセス関連ビジネス

ｵｿﾞﾝ排水・TOC排水回収
製造装置材料（樹脂厚板）
ガラスセラミックス加工
ガラス再生

三
菱
化
学
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム

三
菱
化
学
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム

三
菱
化
学
産
資

三
菱
化
学
産
資

超純水製造装置　
ｵｿﾞﾝ排水・TOC排水回収
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例）　例）　FPDFPD関連部材市場への取り組み関連部材市場への取り組み

既存材料

新材料新材料

次世代ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料次世代ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ材料

　◆製造革新
　◆多機能材料

FPD関連部材市場

・インクジェット方式

・多機能フィルム

・無機から有機材料へ

兆円

コストダウン圧力

　◆有機EL★

★

★：　狙いどころ

新商品化力・解決力を活かした事業展開新商品化力・解決力を活かした事業展開

高付加価値ビジネスを目指すために

グラフ出典　：　「2006　液晶関連市場の現状と将来展望　Vol.2」
　㈱富士キメラ総研
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フラーレン

フラーレン

HEVHEV用電池材料
用電池材料

有機有機ELEL
FPDFPD用新材料用新材料

HD DVDHD DVD・・BluBlu--rayray

ホログラムホログラム

GaNGaN
特殊蛍光体特殊蛍光体

自動車

情報電子・
IT

環境・
エネルギー

技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム イメージング

表示材料

光記録メディア

電池機材

高機能フィルム

食品機能材

環境化学ｼｽﾃﾑ

固体照明

ディスプレイ材料

次世代
光記録メディア

電池機材

ナノマテリアル

技術が生み出す新事業技術が生み出す新事業

R&D　1,000億円/3年

複合材複合材
複合材 CFCF・・MAFMAF
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お客様

お客様と共に世界のトップに立つお客様と共に世界のトップに立つ

C
ollaborative
Innovation

お客様に

世界のトップランナーに

なっていただく！

独創性ある複合化技術で
お客様のニーズに応える
機能商品を提供

素材

機能商品

MCHC

カスタマーラボ

ケミストリー
プラザ

速く！ 広く！ 熱く！



20062006年年1111月月2121日日

三菱化学ポリエステルフィルムグループ三菱化学ポリエステルフィルムグループ

Steve Steve YurichYurich, CEO, CEO

三菱三菱化学化学ポリエステルポリエステル フィルムフィルム グループグループ



1.三菱化学ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙｸﾞﾙｰﾌﾟの概況

2.本日のﾒｯｾｰｼﾞ

3. 市場展開について
･市場戦略
･ﾄﾋﾟｯｸｽ紹介（離型ﾌｨﾙﾑ､ FPD*）
･新商品への展開

4. まとめ

Agenda

*Flat Panel Display



19531953 19571957 19611961 19921992 19981998 20032003 20020066

ヘキスト(米)

ヘキスト(欧)

三菱化学(日本)

三菱化学100%

ヘキスト /
三菱化学 JV

三菱化学ポリエステルフィルムグループ（MPF)

三菱化学ポリエステルフィルム （欧）
（MFE)

三菱化学ポリエステルフィルム （米）
（MFA)

三菱化学ポリエステルフィルム （日本）
（MFJ)

三菱化学ポリエステルフィルム

インドネシア

History of Mitsubishi Polyester FilmHistory of Mitsubishi Polyester Film



米米 (グリアSC）

75,000t/Y

独独 (ヴィスバーデン)

55,000t/Y

日本日本((滋賀滋賀))

50,000t/Y

インドネシアインドネシア（メラク）

20,000t/Y

・ポリエステルフィルムにおいて、世界のリーディングカンパニーの一つ

・アメリカ、ドイツ、日本、インドネシアに生産拠点を持つ

三菱化学ポリエステルフィルムグループ

生産能力合計生産能力合計 200,000t/Y200,000t/Y

本社、営業

研究開発

LocationLocation



多岐にわたるファンクション、業界、及び３つの国籍の親会社（米・
セラニーズ、独・ヘキスト、日・三菱化学）を経験

プロセスエンジニア

製 造

品質管理

購 買

営 業

リーダーシップ

汎用化学製品汎用化学製品

高機能化学製品高機能化学製品

繊維／フィルム繊維／フィルム

米・セラニーズ米・セラニーズ
独・ヘキスト独・ヘキスト
日・三菱化学日・三菱化学

Brief History of Steve YurichBrief History of Steve Yurich



ビジョンビジョン,,スローガンスローガン, , ポリシーポリシー

ポリシーポリシー

スローガンスローガン

WORLD CLASSWORLD CLASSWORLD CLASSWORLD CLASS

ビジョンビジョン

MPFは、ポリエステルフィルム分野におけるグローバルリーダーとなります。

MPFは、お客様とのパートナーシップにより価値を創造し、ソリューションカンパニー

としての地位を築きます。

MPFは、各事業と地域を結ぶシナジーと収益性とを最大限にし、皆様の期待に応える

あるいはそれを越えることを目指します。

MPFは、製品と技術において世界でNo.1またはNo.2の地位を有する成長性ある

主要な市場に資源を集中することにより、収益性を最大化します。

資源の集中とは、お客様と協働しながら、商品開発や技術プラットフォーム構築、

商品の世界展開、さらには適正な人材配置を行うものです。
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PerformancePerformance
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新用途での成功新用途での成功

FPDFPD分野分野
でのでの成功成功

将来

豊富な品揃え豊富な品揃え

World Class
技術プラットフォーム

離型に関する技術

World ClassWorld Class
お客様との協働お客様との協働 現在

TodayToday’’s  Messages  Message



Application ExamplesApplication Examples
商品名商品名 : : DiafoilDiafoil®®, , HostaphanHostaphan®®, Fusion, Fusion®®

薄番手薄番手

厚番手厚番手

窓用フィルム窓用フィルム

光学関係光学関係

感熱転写、感熱孔版感熱転写、感熱孔版

セラミック離型セラミック離型

医療関係医療関係

シュリンクラベルシュリンクラベル

包装包装コンデンサコンデンサ

ﾄﾞﾗｲフィルムレジストﾄﾞﾗｲフィルムレジスト

鋼板ラミ鋼板ラミ

太陽電池パネル太陽電池パネル 自動車自動車

ラベル離型ラベル離型

イメージングイメージング

FPCFPC

FPD



Nurture:Nurture:

Focus:Focus:
Limited:Limited:
Selective:Selective:

SelectiveSelectiveLimitedLimited

NurtureNurture FocusFocus

市場規模市場規模

成長性成長性

小 大

高

低

自動車関係

医療
高機能
工業用

窓用

ラベル
FPD

MLCC

汎用工業用

磁気用

コンデンサ

汎用包装用

シュリンク

感熱
転写

離型の技術プラットフォーム離型の技術プラットフォーム
が応用されている分野が応用されている分野

No.1, No.2No.1, No.2の製品に育て上げるの製品に育て上げる
ため製品ため製品//用途開発注力用途開発注力
投資を積極的に行う成長戦略投資を積極的に行う成長戦略

限定的なプレゼンス限定的なプレゼンス
選択的にフォーカス選択的にフォーカス

バッテリー

建材用建材用

バッテリー

自動車関係

医療
高機能
工業用

ラベル
FPD

窓用

MLCC

汎用工業用

鋼板ラミ鋼板ラミ

シュリンク

ドライ
フィルム

ドライ
フィルム

汎用包装用

コンデンサ

感熱
転写

磁気用

MLCC

医療

建材用

太陽電池
パネル
太陽電池太陽電池
パネルパネル

Market Valuation Market Valuation of existing productsof existing products



離型フィルムにおける成功離型フィルムにおける成功
MPFMPFの全売上のの全売上の1/41/4
全世界マーケットの全世界マーケットの1/31/3のシェアのシェア
FPDFPD分野への技術の応用分野への技術の応用

Release filmRelease filmとはとは??

キャリア、キャスティング、保護フィルムとキャリア、キャスティング、保護フィルムと
して機能的に使用される、剥がれやすいして機能的に使用される、剥がれやすい
表面特性を有するフィルム表面特性を有するフィルム

World ClassWorld Class
技術プラットフォーム技術プラットフォーム

原料原料

製膜技術製膜技術

塗布技術塗布技術

in line / off  linein line / off  line

ｼﾘｺﾝｼﾘｺﾝ//非ｼﾘｺﾝ非ｼﾘｺﾝ, , 
溶剤系溶剤系//非溶剤系非溶剤系//ｴﾏﾙｼﾞｮﾝｴﾏﾙｼﾞｮﾝ

World ClassWorld Class
お客様との協働お客様との協働

長い開発の歴史長い開発の歴史

需要に応じた適切な投資需要に応じた適切な投資

お客様を業界のﾘｰﾀﾞｰにする商品の開発お客様を業界のﾘｰﾀﾞｰにする商品の開発

高度な品質を実現

･ 高度な透明性
･欠陥の無いフィルム
･平面性
･離型特性

豊富な品揃え豊富な品揃え豊富な品揃え豊富な品揃え

ReleaseRelease（離型）（離型）



Data : Display Search

台台 数数 面面 積積

FPDFPD DemandDemand

M m2



技術プラットフォームの開発技術プラットフォームの開発

**原料原料
**製膜技術製膜技術
**塗布技術塗布技術

三菱化学とのシナジー三菱化学とのシナジー

FPDFPD分野におけるリーダー分野におけるリーダー

FPDFPD分野でのグローバルスタンダード分野でのグローバルスタンダード

LCDLCD 偏光板偏光板 PDP  PDP  反射防止反射防止
離型フィルム離型フィルム 電磁波遮蔽電磁波遮蔽
保護フィルム保護フィルム 近赤外線遮断近赤外線遮断

拡散シート拡散シート 離型フィルム離型フィルム
プリズムシートプリズムシート
反射シート反射シート

豊富な品揃え豊富な品揃え豊富な品揃え豊富な品揃え

World Class
技術プラットフォーム

World Class
技術プラットフォーム

World Class
お客様との協働
World Class
お客様との協働

長い開発の歴史長い開発の歴史

需要に応じた適切な投資需要に応じた適切な投資

お客様を業界のﾘｰﾀﾞｰにするお客様を業界のﾘｰﾀﾞｰにする

商品の開発商品の開発

FPD StrategyFPD Strategy



TFTTFT

1010枚程度の枚程度のPETPETフィルムが使用されるフィルムが使用される トップコート層トップコート層

粘着剤粘着剤
保護フィルム保護フィルム

離型フィルム離型フィルム

離型フィルム離型フィルム

偏光フィルム偏光フィルム

位相差板位相差板

保護フィルム保護フィルム

粘着剤粘着剤

偏光フィルム偏光フィルム

偏光フィルム偏光フィルム

位相差板位相差板

拡散シート拡散シート （（PETPETフィルムフィルム））

プリズムシートプリズムシート（（PETPETフィルムフィルム））
導光板（アクリル等）導光板（アクリル等）

反射シート反射シート （（PETPETフィルムフィルム））

液晶セル液晶セル

バックライトバックライト
ユニットユニット

Wide Market Applications Wide Market Applications -- LCD PanelLCD Panel



PDPPDP光学フィルター構造の例光学フィルター構造の例

PETPETフィルムフィルム

粘着剤粘着剤 EMIEMI NIRNIR

ARAR

光学フィルター光学フィルター

蛍光体蛍光体 (RGB)(RGB)

回路基板回路基板

背面ガラス板背面ガラス板

前面ガラス板前面ガラス板

55枚程度の枚程度のPETPETフィルムが使用されるフィルムが使用される

AR:  AR:  反射防止層反射防止層

EMI: EMI: 電磁波遮蔽電磁波遮蔽

NIR: NIR: 近赤外線遮蔽近赤外線遮蔽

Wide Market Applications Wide Market Applications -- PDP PanelPDP Panel



三菱化学グループ三菱化学グループ三菱化学グループ三菱化学グループ

三菱化学グループ三菱化学グループ
(TPA, MEG, PET)(TPA, MEG, PET)

高機能フィルム高機能フィルム

製膜技術

装置

分析技術

装置

分析技術

製膜技術

原料原料

変性ポリエステル

共重合ポリエステル

添加物

変性ポリエステル

共重合ポリエステル

添加物

塗布技術
易接着

静防

離型

耐熱

塗布技術
易接着

静防

離型

耐熱

World Class Technology PlatformWorld Class Technology Platform



市場ニーズ市場ニーズ

コンセプトコンセプト

MTS
営業

MTSMTS
営業営業

技術プラットフォーム技術プラットフォーム
開発開発

マンツーマンのお客様との関係
お客様中心のイノベーション

結果結果結果

お客様お客様

FPD市場における新商品開発
投資

市場における高シェア

多種多様な新商品開発プロジェクト

お客様を業界のリーダーとする

FPDFPD市場における新商品開発市場における新商品開発

投資投資

市場における高シェア市場における高シェア

多種多様な新商品開発プロジェクト多種多様な新商品開発プロジェクト

お客様を業界のリーダーとするお客様を業界のリーダーとする

技術プラットフォーム技術プラットフォーム技術プラットフォーム

戦略戦戦 略略

World Class Customer CollaborationWorld Class Customer Collaboration



診療用診療用

診断用キット診断用キット

バリアフィルムバリアフィルム

包装用包装用

建材用建材用

防犯関連防犯関連

熱遮断性屋根材熱遮断性屋根材

エネルギーエネルギー

燃料電池燃料電池

ICICタグタグ
フラットケーブルフラットケーブル

電気／電子電気／電子

光触媒関連光触媒関連
生分解生分解

環境環境

難燃フィルム難燃フィルム

有機ＥＬ関連有機ＥＬ関連
樹脂プレート樹脂プレート
電子ペーパー電子ペーパー

光学用光学用

自動車関連自動車関連

成型用成型用

ピエゾＩＪピエゾＩＪ. . シートセンサーシートセンサー

顧客との強い協力
関係を構築

離型における強み離型における強み

World ClassWorld Class 技術プラットフォーム技術プラットフォーム World ClassWorld Class お客様との協働お客様との協働

New Application Opportunities in FutureNew Application Opportunities in Future



MPF は成長する為の投資を積極的に行います。

MPFはお客様との密接な協働により、多様な商品開発を行います。

MPFはWorld Class技術プラットフォームと、お客様との協働を強みとし、
ＦＰＤ分野でリードします。

MPF は離型フィルム分野に代表される技術プラットフォームとマーケット戦
略に基づき、資源を投入します。

MPFは売上、収益ともに高い成長を維持しています。

MPF は三菱化学との積極的な連携をベースに、グローバルな事業展開をしている会社です。

株主価値の向上株主価値の向上

収
益
の
成
長

SummarySummary



２００６年１１月２１日（火）

取締役社長 瀬川 正身

- 1 -

三菱化学産資株式会社のご紹介



三菱化学産資 会社概要・業績推移

主幹事業ご紹介（ＩＴ･自動車関連分野）

今後の増強計画

２０１０年目標

アジェンダ
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○ 設立 昭和５１年９月２１日

○ 資本金 ２０億円

○ 従業員数 ３９０名

○ 株主 三菱化学株式会社（１００％）

○ 事業部 複合材事業部
土木資材事業部
冷熱管材事業部
機能資材事業部
物流機材事業部
カーボン･アルミナ繊維事業部
事業開発部

三菱化学産資株式会社の概要
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三菱化学産資業績推移

経常損益：６期連続過去最高益更新見込み

２００６年は２０００年対比約４倍

342 360 351
382

408
451

523

0

100

200

300

400

500

600

20
00
年

20
01
年

20
02
年

20
03
年

20
04
年

20
05
年

20
06
年

売
上
高
　
億
円
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売上構成の推移

２００１年２００１年

売上高売上高 ３６０億円３６０億円

２００６年２００６年

売上高売上高 ５２３億円５２３億円

ＩＴ関連、自動車関連を中心に事業を拡大中

ＩＴ関連
10%

75%

自動車
関連
15%

95%

ＩＴ関連
1%

自動車
関連
4%

その他産業資材・建材・土木資材
その他産業資材・建材・土木資材
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三菱化学産資主幹事業ご紹介

ＩＴ関連分野
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液晶分野における「ダイアリード」成型品

ロボットハンド ：大判ガラス板の高速、かつ安定搬送

「ダイアリード」はパネル大型化のために必須な材料

ロール ：ガラス、フィルム表面の均一処理、高精度コーティング

低たわみ、速い振動減衰

→安定搬送

→ タクトタイム短縮

2.4m 2.2mG8ｻｲｽﾞ

低たわみ、超高精度回転、低慣性

→制御精度向上による品質改善

→高速化による生産性アップ

- 7 -



Ｇ９ガラス基板用ＣＦロボットハンド

-150

-100

-50

0

50

100

150

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

時間[s]

加
速
度
[m
/
ŝ
2
]

Data

UPPER

LOWER

優れた剛性･振動減衰性 ガラス基板

40ｲﾝﾁTV
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「カーボリーダー」（ＣＦロール）商品群

ロール

LCD用機能フィルム原反製造用 ラビングマシン用

偏光板製造用

コーターマシン用

スリッター用（巻き芯）

スリッター用
（下刃溝付ロール）

スリッター用
（ガイドロール）

偏光板製造用

- 9 -



フレ･バランス測定装置

サイズ: Φ140mm×3800mmL

レーザーでフレ測定

フレ表示 5 ﾐｸﾛﾝ (0.005mm)

回転数・バランス表示

外径 内径 面長 重量 たわみ 慣性ﾓｰﾒﾝﾄ 危険回転数

[mm] [mm] [mm] [kg] [mm] [kg･m2] [m/min]

鉄 260 235 506 26.7 1,450
アルミ 280 245 250 14.8 1,520
カーボン 180 156 106 2.7 2,080

<0.15,000

素材

＜ロール材質比較＞

「カーボリーダー」の特徴（軽量･高剛性･高精度）
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AG（防眩）/AR（反射防止）フィルム （ＰＥＴ、ＴＡＣフィルム製造）
偏光板 保護ﾌｨﾙﾑ/偏光ﾌｨﾙﾑ （ＰＶＯＨ、ＴＡＣフィルム製造・貼合）

位相差フィルム （ＰＥＴ、オレフィン系フィルム製造）

カラーフィルター （レジスト塗布，露光・洗浄・搬送）

ガラス

スペーサー

液晶層

配向膜 （ラビング処理，ＰＩ塗布）

透明電極

輝度向上フィルム
（ＰＥＴ、ＴＡＣフィルム製造）

拡散板

光源（ランプ）

プリズムシート
（ＰＥＴフィルム製造）

反射シート

（ＰＥＴフィルム製造）

ＬＣＤにおける「カーボリーダー」採用例

★下線部の
パーツ製造
に使用
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フィルム製造ラインへの実用例

ﾜｲﾝﾀﾞｰ

ｺｱｼｬﾌﾄ

ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾙ

ｺﾝﾀｸﾄﾛｰﾙ

ﾀﾞﾝｻｰﾛｰﾙ

5 - 10 m

軽量 高剛性 ポイント

ガイドロール ○ ○ 高速化

ダンサーロール ○ 運転制御性

コンタクトロール ○ 品質改善

コアシャフト ○ ○ 品質改善

横延伸工程で「強み」発揮

（低たわみ、高速･高精度回転、低慣性）

縦延伸

横延伸
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液晶パネルの需要予測（ガラス基板ベース）

2005 14 11 9
2006 16 12 16
2007 17 13 43
2008 19 14 68
2009 21 16 109
2010 23 17 137

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

百
万
㎡
／
年

テレビ
モニター
パソコン

TV向けは年率
５０％の伸び

PC/モニター向け
は年率１０％の

伸び
２００６液晶生産能力
は４４百万㎡

TV用急伸長：1.5-2.0億㎡/yまで増設へ ＊三菱化学産資推計
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ロボットハンド・ロールの販売見通し

2006 2007 2008 2009 2010
ロール 1200 1500 1800 2300 2610
ハンド 707 1060 1560 1860 2160

1907 2560 3360 4160 4770

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
100 134 176 218 250

0

50

100

150

200

250

300

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

販
売
数
量
伸
び
（
2
0
0
6
年
を
1
0
0
)

100

134

176

218

250

“A Courtesy of DAIHEN Corporation”
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三菱化学産資主幹事業ご紹介

自動車関連分野
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カーボンブレーキ

・軽量 ： 密度比 １／３ （カーボン１．９、鋳鉄７．９）

軽量化 ２４ｋｇ ／１車 （鋳鉄９ｋｇ ： カーボン３ｋｇ ： ４枚）

・耐熱性能 ： 良好な摩擦特性と高速運転時の安全性
＊ セラミクスブレーキ
一般車用としてシリコンを含浸させることにより摩擦性能、磨耗性能を改善

2輪用カーボンブレーキ セラミクスブレーキ
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アルミナ繊維需要増の背景

世界的なPM（Particulate Material）規制の経緯

1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000

2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1
PM g/KWh

燃料中の硫黄含有量
EUは２００５から５０ｐｐｍ
２００９年１０ｐｐｍ

USは２００７年から１５ｐｐｍ
日本は２００３年から５０ｐｐｍ

２００７年１０ｐｐｍ

JPN
EUR
USA

0.013
0.030.1

0.15 0.18
0.25

0.7

0.3

0.027
0.13

世界的なNOX（NO2）規制の経緯

1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000

2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010

0

2

4

6

8

10
ＮＯＸ g/KWh

8.0

6.0

2.0

3.5

5.0

7.0

2.0

3.38

4.5

6.4

0.27

2.7

5.4

JPN
EUR
USA

CO2 H2O N2
CO HC NOx

「MAFTEC」Blanket

・ディーゼル化急伸、環境対応で急拡大
・燃料高騰でディーゼル車・ハイブリッド(ガソリン、ディーゼル)への移行加速

PM規制 NOx規制

2008-2010年対策車向けが2006年に決定

繊維の環境安全性がｷｰﾜｰﾄﾞ

Diesel P/M酸化触媒
（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ､ｶﾞｿﾘﾝ､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車に搭載）

ＤＰＦ（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子除去ﾌｨﾙﾀｰ）
（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車に搭載）
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世界自動車生産台数予測（乗用車、バス、トラック含む）
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万台/年

ｶﾞｿﾘﾝ車 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

電気自動車 水素ｴﾝｼﾞﾝ車

ハイブリッド車

トヨタ：2010年代初め現在の倍増

ホンダ：20万台/年販売計画

水素エンジン車

BMW：2020年30万台計画

電気自動車

三菱：2010年に軽で実用化

EURO5導入でDPF必須

ｻﾎﾟｰﾄﾏｯﾄ用ｱﾙﾐﾅ繊維

2,600

6,600
1,000

1,200

0

1 ,000

2 ,000
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6 ,000
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ﾄﾝ/年

他社

MKS

3,600

7,800

三菱化学産資
シェア７～８割

注：三菱化学産資独自の台数予測に基づく

自動車向けアルミナ繊維需要見通し
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乗用車用ＤＰＦ向けサポートマット需要見込

日本

3
0.0%

欧州

7000
92.9%

北米

535
7.1%

2005年
合計: 7538

日本

350
3.6%

欧州

8500
86.3%

北米

1000
10.2%

2010年
合計: 9850

日本
欧州
北米

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ乗用車登録台数予測（千台）

５年間で約２３０万台増加見込
＠０．５ｋｇ／台として１２００ｔ増加、２０１０年合計需要は約５０００ｔ
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今後の増強計画
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炭素繊維「ダイアリード」増強計画
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産業機械分野、液晶
分野等の需要拡大に
対応すべく設備増強

折り返し
１０００トン
へ着手
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「ダイアリード」市場環境（ＣＦ全体市場の拡大）
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ダイアリード用途分野

2008年 33,000ton（内ﾋﾟｯﾁCF 1,200ton）
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（○：マーケット規模イメージ）
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アルミナ繊維「マフテック」増強計画
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２００６年：約 ５，０００ton

２０１０年：約 １０，０００ton
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アルミナ繊維 電池材料 炭素繊維 炭素材 コークス 貯炭場

予定予定

C/CC/C
CFCFCFCF

MAFMAF

三菱化学産資坂出製造所 工場配置

■三菱化学産資

■三菱化学
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三菱化学産資

２０１０年目標
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三菱化学産資 ２０１０年目標

２０１０年の目標！

増収増益をキープ
１０期連続増益を目指す

売上高：１０００億円

経常利益：１００億円

ＲＯＡ：１５％以上

ＲＯＳ：１０％以上

設備投資：毎年１００億円程度
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本説明会および本資料における見通しは、現時点で入手可能な情報により三
菱ケミカルホールディングスグループが判断したものです。実際の業績は様々
なリスク要因や不確実な要素により、上記業績予想と大きく異なる可能性が
あります。

三菱ケミカルホールディングスグループは石化製品、炭素・無機製品、情報
電子関連製品、医薬品、樹脂加工品等、非常に多岐に亘る事業を行っており、
その業績は国内外の需要、為替、ナフサ・原油等の原燃料価格や調達数量、
製品市況の動向、技術革新のスピード、薬価改定、製造物責任、訴訟、法規
制等によって影響を受ける可能性があります。但し、業績に影響を及ぼす要
素はこれらに限定されるものではありません。
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